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基礎分野
　　科学的思考の基礎

　生　物　学　（講義）
　単　　位　　 数 　２単位　（３２時間）

　担 　　当　　 者 　成田　徹　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　歯科医学の基礎である生物を学び、生命の基本構造への理解を深める。

　

　

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書   歯科衛生学シリーズ「生物学」　医歯薬出版

　参　　考　　書   必要に応じ、随時プリントを配布。
　
回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

　 1．生命誕生(P6 ～ 7)
1 4月17日 2．生物が獲得した偉大なもの
　 3．体細胞分裂と減数分裂(P36 ～ 37)
　 1．単細胞生物と多細胞生物(P39)
2 4月24日 2．北海道にいる動物と本州にいる動物(ブラキストン線)
　 3．人類の進化(P100)

1．細胞、組織、器官(P42,43)
3 5月1日 2．自分の細胞を観察する

3．ヒトの器官(P44)
　 1．学名はラテン語
4 5月8日 2．青森県の木・花・鳥青森市の木・花・鳥
　 3．生物写真の撮影方法
　 1．生態系(P102)
5 5月15日 2．食物連鎖(P64))
　 3．世界遺産白神山地の動植物
　 1．感覚器(P74)
6 5月22日 2．神経系(P79)

3．自立神経(P80)
1．ホルモン(P88)

7 5月29日 2．免疫とパンデミック(P92.14)
3．体液、アレルギー(P94)
1．刷り込み(P98)

8 6月5日 2．条件反射と反射(Ｐ83.97)
3．これまでの学習のまとめ(テスト6/12)



基礎分野
　　科学的思考の基礎

  化　　　学　（講義）
　単　　位　　 数 　２単位　（３０時間）

　担 　　当　　 者   工藤貴正　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　専門知識を習得するために必要となる基本的化合物の名称および化学式を

　理解する。

　

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ「化学」医歯薬出版

　参　　考　　書 　
　
回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 4月16日 　自己紹介と歯科衛生士の仕事の大切さ
2 　1円玉は電気を通すかどうか実験

　電気を通すかどうか実験の続き
　 　電気を通すものは金属、金属の人間に対する良い点、悪い点
3 4月22日 　ボーアモデルを導入して原子番号1～20までを書く
4 　1～20までの名前を知る

　水俣病、枯葉剤のVTRをみる。金属の恐怖を伝える
 　私の自己紹介VTRを見て求める科学の楽しさを知る
5 5月13日 　工業的につくられるものは、様々な金属や原子が混じっている
6 　のだということをサインペンのペーパークロマトグラフィ法により確認する

　化学結合の仕組みや化学式の成り立ち
　演習問題

7 5月20日 　カタクチイワシ（にぼし）の解剖
8 　人と同じような器官があることを知る

　化学式の読み方について知る
　ゴマ100粒を数えてアボガドロ数の導入とする

9 5月27日 　物質量１モル＝6.0×1023個の重さと体積について知る
10 　練習問題を繰り返してモルの計算ができるようになる

　音について様々な実験をする　ホースについて　共鳴について
　手作りストロー笛、紙コップの音の高い低いのレベルを知る

11 6月11日 　ドライアイス（CO2の固体）の基本実験を行う

12 　ドライアイスシャーベットを作りみんなで楽しむ
　爆発の科学　ポップコーンの不思議
　カメレオン焼きそばの理由　紫キャベツ、カレー粉を使って

13 6月18日 　化学反応式の作り方
14 　化学反応式の意味を学ぶ
15 7月7日 　総復習

 台本のある人生を送ることの大切さをメッセージとして伝える

   



基礎分野
　人間と社会生活の理解

  心　理　学　（講義）
　単　　位　　 数 　２単位　（３２時間）

　担 　　当　　 者 　　齋藤千夏　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　行動や現象を手がかりに｢心｣を科学的に探求することを学び、自身や

　他者をより深く理解することを目的とする。また、人間関係を学習して、

  職場や患者との円滑な関係作りに役立てる。

  成　績　評　価 　定期試験、ミニレポート、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　 歯科衛生学シリーズ「心理学」　医歯薬出版

　参　　考　　書 　必要に応じ、配布。
　
回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

　 　 ・心理学の概要
1 4月10日 ・知覚について

・心理学実習（YG性格検査）
　 ・ブラウインドウォーク
　 ・ストレスについて
2 4月17日 ・心理学実習（YG性格検査の採点、解釈）
　

・ストレスについて
3 4月24日 ・心理学実習（ＣＢＴのアセスメントシートの作成）

　 ・人格について
4 5月1日 ・心理学実習（エゴグラムの実施、解釈）
　
　 ・対人認知について
5 5月8日 ・心理学実習（誉める練習）
　
　 ・動機づけについて
6 5月15日 ・心理学実習（リフレーニング、動作法）

・感情について
7 5月22日 ・心理学実習（感情の読み取り練習）

・発達について
8 5月29日 ・心理学実習（話を聞く練習、ベーシング）



基礎分野
　人間と社会生活の理解

　社　会　学　（講義）
　単　　位　　 数 　１単位　（１６時間）

　担 　　当　　 者 　　宍戸聡純　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　現代の社会生活にいろいろな面で対応できる人間性を養うために、

　社会の変化、変動の動向を学び、社会のあり方や、自分の生き方を考察する。

  成　績　評　価   試験、ミニレポート、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書

　参　　考　　書 　必要に応じ、資料配布。
　
回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

　 　
1 6月22日 　ネットワークの世界
　
　
2 6月29日 　コンプライアンスと情報
　 　

3 7月6日 　情報社会の道のり

　 　
4 7月13日   ＡＩ、ＩｏＴの世界
　 　 　
　 　

　



基礎分野
　人間と社会生活の理解

　英　語I（英会話、歯科英語）　（講義）
　単　　位　　 数 　２単位　（３０時間）

　担 　　当　　 者 　鹿内　史　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　グローバルな視点で物事を捉えるために英語での4技能（読む・書く・聞く・話す）

　に関する基礎学力を習得する。

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 「音声DL付改訂版」　どんどん話すための瞬間英作文トレーニング　ベレ出版

　参　　考　　書 　資料配布。
　
回数 月  日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 4月22日 　コミニュケ―ションとは
  　－異文化を考える

　－英語の使い方

2 5月13日 　電話を取る・話す時の英語

3 5月27日 　受付での英語応対

4 6月10日 　問診とポライトネス

5 6月24日 　レントゲンと抜髄

6 7月8日 　抜歯と会計・予約のコミニュケ―ション

7 8月19日 　歯周検査・スケーリング

8 8月26日 　メインテナンス・子供の対応
　メディアの情報

9 9月2日 　フッ素塗布
  　外国人を受け入れる

10 9月9日 　小児歯科治療の英語
　異文化コミニュケ―ションとアサ―ティブコミニュケ―ション

11 9月16日 　レジン充填
  　公正とは　コミニュケ―ションの取り方

12 9月30日 　感染根管治療の英語
  　カタカナ英語

13 10月7日 　歯冠修復の英語

14 10月14日 　ブリッジの英語
  　異文化トレーニング

15 10月21日 　義歯・インプラントの英語
　ロールプレイで異文化を考える



基礎分野
　人間と社会生活の理解

　英　語Ⅱ（英会話、歯科英語）　（講義）
　単　　位　　 数 　１単位　（１６時間）

　担 　　当　　 者 　鹿内　史　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　グローバルな視点で物事を捉えるために英語での4技能（読む・書く・聞く・話す）

　に関する基礎学力を習得する。

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 「音声DL付改訂版」　どんどん話すための瞬間英作文トレーニング　ベレ出版

　参　　考　　書 　資料配布。

　

回数 月  日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 4月15日 オリエンテーション＆メソッド習得
  　・先行リスニングと「聴き解き」の体験

　・Program 1を使用した5ステップの徹底練習 
　宿題：Program 1 の音読パッケージ （10〜20サイクル目安） 　Track1～5 

2 4月22日 Program 1 の定着確認 
  　・ペアでのテキストを見ないリピーティング・チェック

　・講師による発音・リズムの個別フィードバック
　宿題：Program 2 の音読パッケージ 　Track 6～9

3 5月13日 Program 2 の定着確認 
　・グループ内でのシャドーイング発表 
　・「並行リスニング」の状況確認 
　宿題：Program 3 の音読パッケージ 　Track 10～13 

4 5月20日 Program 3 の活用 
　・内容の理解度クイズ（聴き解きの確認） 
　・感情を込めた音読パフォーマンス 
　宿題：Program 4 の音読パッケージ　Track 14～16

5 5月27日 Program 4 の定着確認 
 ・「耳合わせ」の再確認：聞き取りにくい箇所の共有
 ・ディクテーション・テスト（数センテンス抜粋） 
　宿題：Program 5 の音読パッケージ    Track 17～22 

6 6月3日 Program 5 の定着確認 
　・タイムトライアル音読（速度と正確性の両立） 
　・ペアでの相互リピーティング・チェック 
　宿題：Program 6 の音読パッケージ 　Track 23～26 

7 6月17日 Program 6 の定着確認 
　・シャドーイングの録音＆自己評価 
　宿題：Program 7 の音読パッケージ　 Track 27～29 
　・これまでのProgramの総復習リスニング 

8 6月24日 総仕上げ：Program 7 & 成果発表 
　・Program 7 の最終チェック 
　・全プログラムからランダムに選んだ文のリピーティング大会 

  　宿題：Program 8の音読パッケージ 　Track 30~34 



専門基礎分野
　　人体（歯・口腔を除く）の構造と機能

　解剖学（含む組織発生）　（講義）
　単　　位　　 数 　３単位　（４６時間）

　担 　当　 者    松井美保子　（実務経験あり）

 一　般　目　標 　　 ヒトの体がどのように構築されているか、理解する。

   人体が一個の受精卵から、どのような概要をたどり出来上がっていくか理解

  する。

 成　績　評　価 　定期試験、ミニレポート、授業態度、出席状況等の総合評価。

  教   科 　書
　歯科衛生学シリーズ  「人体の構造と機能1　解剖学・組織発生学・生理学」
　医歯薬出版

  参 　考　書 　必要に応じ、資料配布。
　 　
回数  月　　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 4月14日 解剖学で学ぶこと。
  
2 4月21日 細胞と組織
  　
3 4月28日 発生
  　
4 5月12日 発生
  　
5 5月19日 骨格系
  　
6 5月26日 骨格系
  
7 6月2日 筋と運動
  
8 6月9日 筋と運動
  
9 6月16日 消化・吸収
  

10 6月23日 消化・吸収
  　

11 6月29日 循環
   

12 6月30日 循環
  　

13 7月6日 循環
  

14 7月7日 感覚
  　

15 7月13日 神経系
  
　   
   



専門基礎分野
　　人体（歯・口腔を除く）の構造と機能

　解剖学（含む組織発生）　（講義）
　単　　位　　 数 　３単位　（４６時間）

　担 　当　 者   松井美保子　（実務経験あり）

 一　般　目　標     ヒトの体がどのように構築されているか、理解する。

   人体が一個の受精卵から、どのような概要をたどり出来上がっていくか

  理解する。

 成　績　評　価 　定期試験、ミニレポート、授業態度、出席状況等の総合評価。

  教   科 　書
　歯科衛生学シリーズ  「人体の構造と機能1　解剖学・組織発生学・生理学」
　医歯薬出版

  参 　考　書 　必要に応じ、資料配布。
　 　
回数  月　　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容
16 7月14日 神経系
  　

17 8月17日 呼吸
  

18 8月18日 呼吸
  　

19 8月24日 腎機能と排尿
   

20 8月25日 腎機能と排尿
  

21 8月31日 内分泌
  

22 9月1日 生殖
  

23 9月7日 体温



専門基礎分野
　　人体（歯・口腔を除く）の構造と機能

　生理学　（講義）
　単　　位　　 数 　１単位　（１６時間）

　担 　当　 者 　三原睦子　（実務経験あり）

 一　般　目　標 　生命体各部の機能を理解する。

 　人体を形成するいろいろな細胞、組織、器官、器官系のしくみを理解する。

 成　績　評　価 　定期試験、小テスト、授業態度、出席状況等の総合評価。

  教   科 　書
　歯科衛生学シリーズ 「人体の構造と機能1　解剖学・組織発生学・生理学」
　医歯薬出版

  参 　考　書 　必要に応じ、資料配布。

回数  月　　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容
1 8月24日 　生理学概要。　　　　　細胞の構造と基本的機能。
  　筋　　　　筋の種類（骨格筋、平滑筋、心筋）と機能、筋電図
2 8月24日 　消化と吸収　　　消化吸収の意味、胃の働き、小腸の働き、大腸の働き
  
3 8月31日 　循環
  　血液の成分、機能、止血と血液の凝固、線溶、出血傾向、血液型と輸血。
4 8月31日 　循環
 　心臓の構造と働き、心電図、血管の機能、リンパ循環、ショック。　
5 9月7日 　神経　　神経分布の概要、神経系の基本的機能、体性神経、自律神経、中枢神経

  　興奮伝導
6 9月7日 　呼吸：　呼吸運動、呼吸器の構成、換気の仕組み、肺気量と肺活量、
  
7 9月14日 　感覚　　感覚の基本的性質、特殊感覚、体性・内臓感覚
  　排泄　　排便、発汗、排尿
8 9月14日 　体温　　　　　　　体温の生産、放散、調節、変動
  　内分泌　　　　　 内分泌器官とホルモン　　　　生殖

　 　

　 　



専門基礎分野
　　人体（歯・口腔を除く）の構造と機能

  栄養学・生化学　（講義）
　単　　位　　 数 　１単位　（１６時間）

　担 　当　 者 　佐々木裕美子　（実務経験あり）

 一　般　目　標   栄養素の消化・吸収・代謝およびその調節を理解し、栄養指導法を学ぶ際の

 　基礎知識とする。

 成　績　評　価 　定期試験、ミニレポート、授業態度、出席状況等の総合評価。

  教   科 　書 　歯科衛生学シリーズ 「人体の構造と機能2　栄養と代謝」　医歯薬出版

  参 　考　書 　必要に応じ、資料配布。
　 　
回数  月　　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 5月28日 生命活動の概要。生体の構成要素
 　細胞の役割
2 6月4日 生命活動の概要。生体の構成要素
 　生体における水
3 6月11日 生体における化学反応
  
4 6月18日 糖質と脂質の代謝、タンパク質とアミノ酸の代謝
 生体における恒常性の維持
5 6月25日 歯と口の生化学
 歯と歯周組織の生化学
6 7月2日 硬組織の生化学
 
7 7月9日 唾液の生化学
 
8 7月16日 プラークの生化学
  　
　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　



専門基礎分野
　　歯・口腔の構造と機能

　口腔解剖学（口腔付近の解剖学）　（講義）
　単　　位　　 数 　３単位　（６０時間）

　担 　当　 者 　野坂洋一郎　（実務経験あり）

 一　般　目　標 　歯科衛生士としての行動の基礎となる、歯牙及び口腔周辺の構造、しくみを

 　理解する。

　各歯の形態をより深く理解するために、スケッチを行う。

 成　績　評　価 　定期試験、ミニレポート、製作物、授業態度、出席状況等の総合評価。

  教   科 　書
　 歯科衛生学シリーズ  「歯・口腔の構造と機能 口腔解剖学・口腔組織発生学
　・口腔生理学」　医歯薬出版

  参 　考　書 　学建書院　「口腔顎顔面解剖ノート 第2版」

　 　 　必要に応じ、資料配布。

回数  月　　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容
1 4月13日 １章口腔付近の解剖学
2 　 　口腔の区分と範囲,頭蓋骨、その種類、脳頭蓋腔
3 4月20日 １章口腔付近の解剖学
4 　 　上顎骨　　眼窩鼻腔、副鼻腔、翼口蓋下窩、上顎歯に分布する神経、血管
5 4月27日 １章口腔付近の解剖学
6 　 　下顎骨　下顎体、下顎枝、咀嚼筋
7 5月11日 １章口腔付近の解剖学
8 　下顎骨　舌骨筋、表情筋、歯の植立、下顎歯に分布する神経、血管
9 5月18日 １章口腔付近の解剖学
10   顎関節、摂食嚥下
11 5月27日 ２章歯の解剖学

　歯の概論　　・歯の形態、交換、植率、組織、形態　　　
12 6月10日 ２章歯の解剖学

　歯の種類、歯の表示法、歯式、用語
13 6月24日 ２章歯の解剖学

　永久歯総論　、永久歯の形成、石灰化、萌出、歯根完成　　）
14 7月8日 ２章歯の解剖学

　永久歯（前歯部）
15 7月16日 ２章歯の解剖学
16 　永久歯（小臼歯）、永久歯（大臼歯）
17 8月19日 ２章歯の解剖学

　永久歯（咬合面）
18 8月26日 ２章歯の解剖学

　乳歯（全体の特徴、乳前歯）
19 9月2日 ２章歯の解剖学

　乳歯（全体の特徴、乳前歯）
20 9月9日 ２章歯の解剖学　　

　特色のある歯の形態。　歯の配列と咬合、歯の発生
21 9月16日 　歯列と咬合

　歯列弓・平面・空隙



　口腔解剖学（含歯牙解剖）
22 9月24日 　歯及び歯周組織の構造と機能
23 　エナメル質、象牙質、歯髄、セメント質
24 9月30日 　歯及び歯周組織の構造と機能

　歯槽骨、歯肉
25 10月7日 　顔面と口腔の発生

　鰓弓、突起の形成と癒合
26 10月14日 　歯及び歯周組織の発生

27 10月20日 　歯牙解剖まとめ
28
29 10月30日 　練習問題　解答
30



専門基礎分野
　　歯・口腔の構造と機能

　口腔生理学　（講義）
　単　　位　　 数 　１単位　（１６時間）

　担 　当　 者 　　三原睦子　（実務経験あり）

 一　般　目　標 　　口腔を形成するいろいろな細胞、組織、器官、器官系のしくみを理解し、

 　歯科衛生士として必要な正常な口腔機能について修得させる。

　

 成　績　評　価 　定期試験、小テスト、授業態度、出席状況等の総合評価。

  教   科 　書
　歯科衛生学シリーズ  「歯・口腔の構造と機能 口腔解剖学・口腔組織発生学
　・口腔生理学」医歯薬出版

  参 　考　書 　必要に応じ、資料配布。
　 　
回数  月　　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 10月28日 歯・口腔の生理機能
　
2 10月28日 顎関節と顎運動・動揺度
　 　
3 11月4日 歯列・咀嚼
　 　
4 11月4日 咬合・吸啜
　 　
5 11月11日 嚥下・嘔吐

　
6 11月11日 味覚・口臭
　 　
7 11月18日 唾液・発声

8 11月18日 口腔生理まとめ
図解・写真解説

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　



専門基礎分野
　　疾病の成り立ちおよび回復過程の促進

　病理学　（講義）
　単　　位　　 数 　１単位　（１６時間）

　担 　当　 者 　松井美保子　（実務経験あり）

 一　般　目　標     疾病を総括的に理解するため、病因論、代謝障害、循環障害、炎症、腫瘍、

   遺伝性疾患、奇形などの病理概説を学ぶ。

 成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

  教   科 　書
  歯科衛生学シリーズ「疾病の成り立ち及び回復過程の促進1
　病理学・口腔病理学」　医歯薬出版

  参 　考　書 　必要に応じ、資料配布。
　 　
回数  月　　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 11月24日 　病理学序論と病因論
　 　
2 12月7日 　遺伝性疾患と奇形
　 　 　循環障害
3 12月8日 　循環障害
　 　 　代謝障害と退行性病変
4 1月12日 　代謝障害と退行性病変
　 　 　増殖と修復
5 1月18日 　増殖と修復
　 　 　炎症と免疫応答異常　
6 1月19日 　炎症と免疫応答異常　
　 　
7 1月25日 　炎症と免疫応答異常　
　 　 　腫瘍
8 1月26日 　腫瘍
　 　
  

  

  

  

  

  

  



専門基礎分野
　　疾病の成り立ちおよび回復過程の促進

　口腔病理学　（講義）
　単　　位　　 数 　１単位　（１６時間）

　担 　当　 者 　今恒男　（実務経験あり）

 一　般　目　標     口腔領域のさまざまな疾患について、病変の成り立ちをを理解し、専門分野で

   履修する治療法の理解に役立てる。

 成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

  教   科 　書
   歯科衛生学シリーズ「疾病の成り立ち及び回復過程の促進1
　病理学・口腔病理学」医歯薬出版

  参 　考　書 　必要に応じ、資料配布。
　 　
回数  月　　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 6月10日 １章　歯の発育異常
２章　歯の損傷と付着物
３章　う蝕

2 6月17日 ４章　象牙質・歯髄複合体の病変　
５章　歯周組織の病変
６章　口腔粘膜の病変

3 6月24日 ７章　口腔領域の嚢胞と腫瘍
８章　口腔癌
９章　顎骨の病変
１０章　唾液腺の病変

4 7月1日 １１章　口腔領域の奇形
１２章　口腔組織の加齢変化　　

　 　 まとめ

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　



専門基礎分野
　　疾病の成り立ちおよび回復過程の促進

　薬理学・歯科薬理学　（講義）
　単　　位　　 数 　２単位　（３４時間）

　担 　当　 者 　丸山勲　（実務経験あり）

 一　般　目　標     薬品の生態に対する作用を知り、その作用機序について論理的に理解する。

   歯科臨床にて、重要性の高い薬剤について臨床術式と関連性を持たせて理解する。

 成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

  教   科 　書
　歯科衛生学シリーズ 「疾病の成り立ち及び回復過程の促進3
　薬理学　第2版」　医歯薬出版

  参 　考　書 　必要に応じ、資料配布。
　 　
回数  月　　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 8月19日 薬物と法律
薬物医薬品

2 8月26日 薬物の作用
薬物療法の種類、薬理作用の様式、薬理作用の基本形式、薬理作用の分類

3 9月2日 用量反応曲線
薬物の適用方法と種類、特徴

4 9月9日 薬物の作用に影響を与える要因
薬物の併用、薬物の相互作用

5 9月16日 歯科領域における薬物の副作用
薬物動態全体像について

6 9月30日 中枢神経系に作用する薬物

7 10月7日 自律神経と作用する薬物

8 10月14日 循環系に作用する薬物

9 10月21日 代謝性疾患の治療薬
糖尿病と治療薬

10 10月28日 カルシウム代謝調節と治療薬
痛みの伝わり方

11 11月4日 痛みと薬物

12 11月11日 局所麻酔薬

13 11月18日 血液に作用する薬物
　

14 11月25日 消毒に使用する薬

15 12月2日 感染症と薬

16 1月13日 う蝕と予防薬
歯周病と治療薬

17 1月20日 悪性腫瘍と薬物



専門基礎分野
　疾病の成り立ちおよび回復過程の促進

 微生物学・口腔微生物学　（講義）
　単　　位　　 数 　２単位　（３０時間）

　担 　当　 者 　松井美保子　（実務経験あり）

 一　般　目　標 　  微生物についての全般的な理解を深めると共に、ヒトに疾患を引き起こす微生物

   について、その病原性に関わる因子や、病原微生物を排除する生体側の機構につ　

  いて理解する。また、口腔感染症及び、それに対する防御機構を理解する。

 成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

  教   科 　書
　歯科衛生学シリーズ「疾病の成り立ち及び回復過程の促進2 微生物学　第2版」
　医歯薬出版

  参 　考　書 　必要に応じ、資料配布。
　 　
回数  月　　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 9月14日 疾病と微生物
　

2 9月15日 疾病と微生物
微生物の病原性

3 10月5日 微生物の病原性

4 10月6日 微生物の病原性

5 10月19日 微生物の病原性

6 10月20日 微生物の病原性

7 10月26日 宿主防御機序と免疫

8 10月27日 宿主防御機序と免疫

9 11月2日 宿主防御機序と免疫

10 11月9日 口腔内常在微生物

11 11月10日 口腔感染症

12 11月16日 院内感染対策と滅菌、消毒

13 11月17日 院内感染対策と滅菌、消毒

14 11月30日 微生物の寒天培地培養
　

15 12月1日 グラム染色と観察
　



専門基礎分野
　　歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会のしくみ

　口腔衛生学　（講義）
　単　　位　　 数 　４単位　（６０時間）

　担 　当　 者 　奥平泰久　（実務経験あり）

 一　般　目　標   　歯・口腔の健康を通じて国民のQOLの向上や自己実現への支援をはかるという

 　歯科衛生士の重要な役割を果たすために、臨床・地域保健の場において人々の

　健康の保持・増進をはかるために必要な対応策および、基礎知識を習得する。

 成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

  教   科 　書
   歯科衛生学シリーズ「歯の口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み1
　保健生態学」　医歯薬出版

  参 　考　書 　必要に応じ、資料配布。
　 　
回数  月　　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 8月20日 保健生態学総論
疫学

2 8月27日 人口、健康と環境

3 9月3日 感染症
　

4 9月10日 食品と健康

5 9月17日 Ⅱ編　総論

6 10月1日 歯科疾患の疫学
口腔の清掃

7 10月8日 う蝕の予防
フッ化物によるう蝕予防

8 10月22日 フッ化物の応用
　

9 10月29日 歯周疾患の予防（歯肉炎・歯周炎）

10 11月12日 その他の疾患、異常の予防
地域保健

11 11月19日 地域保健
公衆衛生

12 12月3日 母子保健
学校保健

13 12月10日 成人保健
産業保健

14 1月28日 高齢者保健
精神保健

15 2月4日 災害時の歯科保健
国際保健



専門基礎分野
　　歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会のしくみ

　衛生・公衆衛生　（講義）
　単　　位　　 数 　２単位　（３２時間）

　担 　当　 者 　棟方千里　（実務経験あり）

 一　般　目　標 　  歯・口腔から人間の身体全体までの健康について、個人はもとより人間の集団の

   現象をとらえて、疾病・異常の原因を考え、予防、さらには、健康の増進にいたる

  までについて考え、その方法を理解する。

 成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

  教   科 　書 　「デンタルスタッフの衛生学・公衆衛生学　第2版」　医歯薬出版

  参 　考　書 　必要に応じ、資料配布。
　 　
回数  月　　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 4月15日 総論
人口

2 4月30日 環境と健康

3 5月7日 疫学

4 5月20日 感染症

5 6月3日 食品と健康
地域保健

6 6月17日 母子保健
学校保健

7 7月1日 成人・老人保健
産業保健

8 7月15日 精神保健
まとめ

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　



専門基礎分野

　　歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会のしくみ

　衛生行政・社会福祉　（講義）
　単　　位　　 数 　２単位　（３２時間）

　担 　当　 者 　棟方千里　（実務経験あり）

 一　般　目　標 　  歯科衛生士として適切な業務ができるために、衛生行政の制度、法規について

   理解する。

 成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

  教   科 　書
   歯科衛生学シリーズ「歯の口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み2
　保健・医療・福祉の制度」　医歯薬出版

  参 　考　書 　必要に応じ、資料配布。
　 　
回数  月　　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 8月20日 　我が国の医療制度と歯科衛生士

2 9月2日 　我が国の医療制度と歯科衛生士

3 9月16日 　医療関係職種

4 9月24日 　その他の関係法規

5 9月30日 　社会保障制度

6 10月7日 　社会保険

7 10月21日 　医療動向

8 11月5日 　まとめ問題



専門分野
　　歯科衛生士概論

　歯科衛生士概論(含医療倫理)　（講義）
　単　　位　　 数 　２単位　（３２時間）

　担 　　当　　 者 　　三原睦子　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　歯科衛生士教育のオリエンテーションとしての歯科医療の概要、その中での

　歯科衛生士の位置づけと役割を理解させる。また、歯科衛生士の意義に

　ついて十分理解させ、併わせて、医療職としての倫理観を養う。

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

  *授業時間内で、レポート作成やロールプレイングを行うことがある。

　 　採点に含まれるので、欠席しないよう注意すること。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ「歯科衛生学概論」　医歯薬出版

　参　　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

　 4月13日  序章：歯科衛生学を学ぶにあたって

1 　  １章　歯科衛生学とは

　 　 　２章　歯科衛生の歴史

　 4月20日 　３章　歯科衛生と健康

2 　 　４章　歯科衛生士法と関連する法規

　 　

 4月27日   ５章　歯科衛生士と倫理

3

 

　 5月11日   ６章　歯科衛生実践のための理論

4

5月18日   ７章　歯科衛生実践の展開

5

 

　 5月25日   ８章　医療安全確保における歯科衛生士の役割

6

　

 6月1日   ９章　保険・医療・福祉の制度と多職種連携

7   10章　災害時における歯科衛生活動　

   11章　歯科衛生士の国際化

  12章　組織活動

　 6月15日  復習と全体のまとめ

8 　13章　歯科衛生士のキャリア形成

　

　



専門分野
    臨床歯科医学

　歯科臨床概論　（講義）
　単　　位　　 数 　１単位　（２０時間）

　担 　　当　　 者 　櫻田聡彦　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　歯科臨床の概念を学習し、理解する。

　

　

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　「歯科衛生士のための歯科臨床概論　第2版」　医歯薬出版

　参　　考　　書 　必要に応じ、随時プリントを配布。
 

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 4月16日 　歯科医療の概要

　 　歯科診療とは、歯科診療所、ライフステージと歯科診療、バイタルサイン

2 4月23日 　診査、検査、小児歯科、歯科矯正、口腔外科

　 　

3 4月30日 　歯科保存法、歯周療法

　 　

4 5月7日 　補綴治療、障害者高齢者歯科

　

5 5月21日 　障害者歯科、高齢者歯科、訪問診療

　

　 　

　 　 　

　 　



専門分野
    臨床歯科医学

　保存修復学　（講義）
　単　　位　　 数 　３単位　（５２時間）

　担 　　当　　 者 　 山本明義　（実務経験あり）、津嶋克正　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　   う蝕、歯周疾患などの疾病に対する予防と治療に際し、適切な補助を行う

   ために必要な知識を習得する。

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書
　歯科衛生学シリーズ「保存修復学・歯内療法学」　医歯薬出版
　歯科衛生学シリーズ「歯周病学　第2版」　医歯薬出版

　参　　考　　書 　必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 5月26日 （歯周療法）

　 　 　歯周療法とは　。正常な歯周組織の構造と機能

2 6月3日 （歯周療法）

　 　 　歯周疾患の分類、歯周医学

3 6月4日 （保存修復）

　 　 　歯の保存修復の種類、窩洞と保存修復治療

4 6月9日 （歯周療法）

　 　 　歯周治療の進め方、歯周疾患の診査

5 6月11日 （保存修復）

　 　 　直接法修復、間接法修復

6 6月18日 （歯内療法）

　 　 　合着材・接着材、保存修復における歯科衛生士の役割、歯内療法、歯髄保存療法、

7 6月23日 （歯周療法）

　 　 　歯周基本療法

8 6月25日 （歯内療法）

　 　 　歯の漂白、歯髄除去療法、抜髄法、根管治療法、仮封材

　 （歯周療法）

9 7月1日 　歯周外科治療

　歯周治療としてのリハビリテーション

10 7月2日 （歯内療法）

　根管充填、外科的歯内療法、歯の外傷

11 7月9日 （歯内療法）

　歯内療法における安全対策・歯科衛生士の役割

　 　 （歯周療法）

12 7月10日 　歯周治療における歯科衛生士の役割：歯周治療の進め方、歯周組織検査・診断時補助

　 　 　全身状態に対するスケーリング、ルートプレーニング

　 　 （歯周療法）

12 7月14日 　歯周治療における歯科衛生士の役割：リスクファクターなどに対する指導、SRP

　歯科衛生士の役割：リハビリテーション、メインテナンス、診療室と器具器材の管理

　 　



専門分野
    臨床歯科医学

  歯科補綴学　（講義）
　単　　位　　 数 　１単位　（２０時間）

　担 　　当　　 者 　　山田芳夫　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　　歯科保綴診療の補助ができるよう、診療の内容および、実技に関しての

　　知識を習得する。

　

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ「歯科補綴学」医歯薬出版

　参　　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 8月20日 　補綴歯科治療の基礎知識

　 　

2 8月27日 　補綴歯科治療検査

　 　 　クラウン・ブリッジの治療

3 9月3日 　クラウン・ブリッジの治療の流れ

　 　

4 9月10日 　全部床義歯治療の概要

　 　

5 9月17日 　部分床義歯治療の概要

　 　 　インプラント、特殊な口腔内装置と用いる治療

　 　 　



専門分野
    臨床歯科医学

  歯科矯正学　（講義）
　単　　位　　 数 　１単位　（２０時間）

　担 　　当　　 者 　板垣正樹　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　矯正治療の目的や、不正咬合の状態と治療法を学び、適切な補助と矯正

　患者への口腔清掃指導ができる能力を身につける。

　

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ「歯科矯正学　第2版」医歯薬出版

　参　　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 4月13日 歯科矯正学概論

　 　 成長発育、咬合、口腔習癖、各自のスタディモデルを確認

2 4月20日 歯科矯正治療の基礎知識

　 　 診査と診断、矯正治療における生体力学と生体反応

3 4月27日 歯科矯正治療の基礎知識

　 　 矯正治療と装置、矯正歯科治療の実際、矯正歯科治療に伴うリスクとその対応

4 5月18日 矯正歯科治療と歯科衛生士の役割

　 器材と使用手順、口腔筋機能療法（MFT）、

矯正歯科治療における口腔衛生管理と指導

5 5月25日 まとめ　復習

　 試験対策



専門分野
    臨床歯科医学

  口腔外科学　（講義）
　単　　位　　 数 　２単位　（３２時間）

　担 　　当　　 者 　武田啓　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　口腔外科領域の疾患と全身との関わりについて学び、術前術後の説明、

　手術介助について知識、態度、技能を習得する。

　また、麻酔についても種類、注意事項などについて理解する。

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ「口腔外科学・歯科麻酔学　第2版」　医歯薬出版

　参　　考　　書   必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 6月16日 　口腔外科の概要、総論

　 　 　顎・口腔領域の先天異常と発育異常、顎変形症

2 6月30日 　顎・口腔領域の損傷：軟組織、硬組織の損傷

　 　 　顎関節疾患、顎関節症、口腔粘膜の病変

3 7月7日 　顎・口腔領域の化膿性炎症疾患、MRONJ

　 　 　唾液腺疾患、口腔領域の神経疾患

4 9月1日 　顎・口腔領域の嚢胞、顎・口腔領域の腫瘍及び腫瘍類似疾患

  歯科インプラントの基礎と臨床

　口腔外科診療の実際

5 9月15日 　口腔外科診療の実際、 歯科インプラントの基礎と臨床

　 　 　診察と診断、清潔と不潔、創傷の処置

6 9月29日 　口腔外科診療の実際

　 　 　手術、止血、縫合

7 10月6日 　口腔外科診療の実際

　 　 　歯科麻酔と患者管理、局所麻酔、鎮静法、全身麻酔、救急蘇生法、偶発症

8 10月20日 　口腔外科、歯科麻酔の臨床における歯科衛生士のかかわり

　 　 　口腔外科処置における業務、　周術期口腔機能管理、まとめ、問題



専門分野
    臨床歯科医学

  小児歯科　（講義）
　単　　位　　 数 　１単位　（２０時間）

　担 　　当　　 者 　　奥平泰久　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　心身発達途上にある小児の特徴と口腔疾患について学び、適切な診療補助、

予防処置、口腔保健指導を行う能力を身につける。

　

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ　「小児歯科学」　医歯薬出版

　参　　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 4月9日 　小児歯科診療の基礎知識

　 　概論、心身の発育、生理的特徴、顔面頭蓋の発育

2 4月16日 　小児歯科診療の基礎知識

　 　歯の発育とその異常、小児の歯科疾患、小児虐待

3 4月23日  小児歯科診療の実際と歯科衛生士の役割

　 　小児期の特徴と歯科的問題点、対応法、診療体系、

4 4月21日  小児歯科診療の実際と歯科衛生士の役割

　 　障害児の歯科治療

5 4月28日  小児歯科診療の実際と歯科衛生士の役割

　  う蝕予防、小児の口腔健康管理、歯科診療室と器材の管理



専門分野
    臨床歯科医学

  障害者・高齢者歯科疾患論　（講義）
　単　　位　　 数 　２単位　（３２時間）

　担 　　当　　 者   市川　真弓　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　身体的、知的あるいは精神的な障害を有する歯科患者について理解し、

　対象者に対する歯科診療、保健指導等について習得する。

　

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ「障害者歯科学　第2版」｢高齢者歯科学」　医歯薬出版

　参　　考　　書  　必要に応じ、随時プリント等を配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 6月24日 　①障害者の定義、障害者の現況

　  ICIDH、ICF、障害者のの定義、養育手帳、障害者基本法、

　　ユニバーサルデザイン、ノーマライゼーション、バリアフリー

　 　 　②障害者歯科のチームアプローチ

　 　 　　障害者差別解消法、発達障害者支援法、合理的配慮、共生社会

　 　 　　PT、ST、OT、介護福祉士、社会福祉士、精神保健福祉士、臨床心理士、

　 　 　　医療ソーシャルワーカー、障害者歯科の歴史障害の受容、笑気吸入鎮静法

　　静脈鎮静法、全身麻酔、TEACCHプログラム

　 　③行動調整法

　 　　行動調整、発達レベル、氷山モデル、反射抑制体位、抑制下の治療

　 　 　　障害の受容

2 7月8日 　④感覚・視覚・聴覚障害

　　視覚障害、視覚障害者の誘導、聴覚障害（伝音性難聴・感音性難聴）

　　聴覚障害者への対応

　⑤てんかん・障害者と薬剤

　　てんかん、結節性硬化症、抗てんかん薬とその副作用

　⑥知的障害とダウン症

　　知的障害、知的障害者への歯科的対応、ダウン症の特徴、

　　ダウン症への歯科的対応

3 8月26日 　⑦脳性麻痺

　　脳性麻痺、脳性麻痺への歯科的対応

　⑧重度心身障害・筋ジストロフィー・ALS

  　大島の分類

4 10月14日 　⑨自閉症スペクトラム症

　 　⑩発達障害

　 　 　　特別支援教育、発達障害、学習障害、ADHD

　 　 　⑪総まとめ・・・障害者歯科治療の流れ



専門分野
    臨床歯科医学

  障害者・高齢者歯科疾患論　（講義）
　単　　位　　 数 　２単位　（３２時間）

　担 　　当　　 者   武田　啓　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　身体的、知的あるいは精神的な障害を有する歯科患者について理解し、

　対象者に対する歯科診療、保健指導等について習得する。

　

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ「障害者歯科学　第2版」｢高齢者歯科学」　医歯薬出版

　参　　考　　書  　必要に応じ、随時プリント等を配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 4月7日 　Ⅰ高齢者をとりまく社会と環境

　Ⅱ加齢による身体的・精神的変化と疾患

　 　

2 4月21日 　Ⅲ高齢者の状態の把握

　Ⅳ口腔健康管理

3 5月19日 　Ⅴ摂食嚥下リハビリテーション

　Ⅵ高齢者に関わる医療と介護

　 　

4 6月2日 　Ⅶ高齢者に関わる歯科衛生士の実践

　



専門分野
    歯科予防処置論

 う蝕・歯周疾患予防処置法Ⅰ(第１学年)（講義・演習）
　単　　位　　 数 　４単位　（１２０時間）

　担 　　当　　 者 　西村瞳　（実務経験あり）、若松遥香　（実務経験あり）、加藤彩乃　（実務経験あり）、三原睦子　（実務経験あり）、小笠原郁江　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　予防的歯石除去を行うために必要な知識と技術、態度を模型上及び

　学生相互実習によって習得する。

　

  成　績　評　価 　実技、筆答、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ「歯科予防処置論・歯科保健指導論　第2版」　医歯薬出版

　参　　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 4月17日 　歯科予防処置総論

2 　     Ⅰ歯科予防処置　Ⅱ予防的歯石除去法　Ⅲう蝕予防処置法

3 4月23日 Ⅰ章　基礎知識

4 　 　・　歯と歯周組織の構造　・付着物、沈着物

5 5月1日 　う蝕予防の基礎知識

6 　

7 5月19日 　歯周病の基礎知識

8 　

9 5月21日 　ミラー・ピンセット・探針操作訓練（顎模型上）

10 　 　　使用目的　種類　使用法　操作練習

11 6月2日 　プロービング

12 　 　・プローブの種類と特徴　・基本的操作方法　・記録の取り方

13 6月9日 小窩裂溝填塞法

14 　・術式　・器具　・薬剤の取り扱い法と管理方法

15 6月16日 　フッ化物の応用

16 　 　・基礎知識　　・歯面塗布法　　・洗口法

17 6月25日 　プロービング

18 　 （マネキン実習）・検査、記録

19 6月26日 　フッ化物洗口法

20 　

21 7月3日 　歯の動揺度

22 　 　・ウォーキングストローク

23 7月10日 　スケーラーの概要

24 　 　　・種類　・形態　・操作上の注意　・手用器具の基本操作（４原則　把持　固定）

　スケーラー及びキュレットの基本操作

　　爪面での操作　固定　運動の練習

25 7月14日 　スケーリング　①（マネキン実習）

26 　     下顎前歯部

27 8月18日 　スケーリング　②（マネキン実習）

28 　     上顎前歯部

29 8月21日 　スケーリング　③　（マネキン実習）

30 　 　　下顎左側臼歯部



う蝕・歯周疾患予防処置法Ⅰ（第1学年）

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

31 8月28日 　スケーリング　④　（マネキン実習）

32 　 　　下顎右側臼歯部

33 9月11日 　スケーリング　⑤　（マネキン実習）

34 　 　　上顎左側臼歯部

35 9月15日 　スケーリング　⑥　（マネキン実習）

36 　 　　上顎右側臼歯部

37 9月18日 　スケーリング　（マネキン実習）

38 　 　部位別操作　SRP 試験練習

39 10月2日 　う蝕活動試験

40 　 　・意義　・条件　・目的　・評価

41 10月9日 　手用スケーラーのシャープニング

42 　

43 10月15日 　超音波スケーラー、エアスケーラー、歯面清掃器について

44 　

45 11月6日 　フッ化ジアンミン銀について

46 　 　・目的　・術式　・注意事項　・操作法

47 11月9日  PMTCについて

48 　 　・目的　・術式　・注意事項　・操作法

49 12月1日 　　　　〃

50 　

51 12月7日 　超音波スケーラー、エアスケーラー、歯面清掃器

52 　 　（模型上実習）

53 1月14日 　PMTC

54 　 　（模型上実習）

55 1月19日 　フッ化ジアンミン銀溶液の取り扱い実習

56 　

57 1月26日 　う蝕活動試験実習

58 　 　・RDテスト　・カリオスタット

59 1月28日 　フッ化物歯面塗布綿球法　（実習）

60 　



専門分野
    歯科予防処置論

 う蝕・歯周疾患予防処置法Ⅱ(第2学年)（講義・演習）
　単　　位　　 数 　３単位　（９０時間）

　担 　　当　　 者 　西村瞳　（実務経験あり）、若松遥香　（実務経験あり）、加藤彩乃　（実務経験あり）、三原睦子　（実務経験あり）、小笠原郁江　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　歯周病予防処置として1年次に習得した技術を高めるとともに、う蝕予防処置に

　ついて知識と技術を習得する。

  成　績　評　価 　実技、筆答、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書   歯科衛生学シリーズ「歯科予防処置論・歯科保健指導論 第2版」　医歯薬出版

　参　　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 4月24日 　感染予防対策と偶発症

2 　 　相互間実習について

3 4月28日 　超音波スケーラー、エアスケーラー、歯面清掃器

4 　

5 4月30日 　歯周組織相互間実習

6 　

7 5月7日 　SRP相互間実習　①

8 　

9 5月15日 　SRP相互間実習　②

10 　

11 5月26日 　SRP相互間実習　③

12 　

13 5月29日 　SRP相互間実習　④

14 　

15 6月1日 　SRP相互間実習　⑤

16 　

17 6月4日 　SRP相互間実習　⑥

18 　

19 6月11日 　小窩裂溝填塞法、フッ化ジアミン銀　術式実習

20 　

21 6月12日 　フッ化物応用

22 　 　フッ化物歯面塗布綿球法　相互間実習

23 6月19日 　SRP実技試験練習

24 　

25 6月23日 　PMTC相互間実習

26 　

27 6月26日  超音波スケーラー相互間実習

28 　

29 6月30日 　う蝕活動試験検査実習

30 　

31 7月1日 　SRP実技試験

32 　



う蝕・歯周疾患予防処置法Ⅱ（第２学年）

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

33 7月2日 　歯面清掃器相互間実習

34 　

35 7月3日 　SRP相互間実習

36 　

37 7月6日 　プロｰビング検査、SRP相互間実習

38 　

39 7月7日  超音波スケーラー相互間実習

40 　

41 7月8日  超音波スケーラー相互間実習

42 　 　

43 7月9日 　PTC相互間実習

44 　 　

45 7月16日 　SRP相互間実習

46 　

  

　 　



専門分野
     歯科予防処置論

 う蝕・歯周疾患予防処置法Ⅲ(第３学年)（講義・演習)
　単　　位　　 数 　２単位　（６０時間）

　担 　　当　　 者 　西村瞳　（実務経験あり）、若松遥香　（実務経験あり）、加藤彩乃　（実務経験あり）、三原睦子　（実務経験あり）、小笠原郁江　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　歯科臨床の場で、う蝕・歯周予防処置を行うにあたり、必要な知識と

　技術、態度をマネキン実習・学生相互実習を通し習得する。

  成　績　評　価 　実技、筆答、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ「歯科予防処置論・歯科保健指導論　第2版 」　医歯薬出版

　参　　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 5月28日 　歯周組織検査　相互間実習

2 　

3 6月18日 　超音波スケーラーによる相互間スケーリング実習　①

4 　

5 7月9日 　超音波スケーラーによる相互間スケーリング実習　②

6 　

7 9月7日 　SRP相互間スケーリング実習　

8 　

9 9月15日 　SRP相互間スケーリング実習　①

10 　  (アイルーペ着用)

11 9月30日 　SRP相互間スケーリング実習　②

12 　  (アイルーペ着用)

13 10月15日 　SRP相互間スケーリング実習　③

14 　  (アイルーペ着用)

15 10月27日 　歯面研磨相互間実習　

16 　

17 10月29日 　歯面研磨相互間実習　

18 　  (アイルーペ着用)

19 11月2日 　PMTC相互間実習　

20 　

21 11月6日 　PMTC相互間実習　

22  (アイルーペ着用)

23 11月9日 　超音波スケーラーによる相互間スケーリング実習

24

25 11月10日 　歯肉マッサージ相互間実習①

26

27 11月19日 　歯肉マッサージ相互間実習②

28

29 11月20日 　SRP相互間実習

30



専門分野
    歯科予防処置論

  口腔保健管理法　（講義）
　単　　位　　 数 　３単位　（４５時間）

　担 　　当　　 者  西村瞳　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　  歯科臨床の場で、個々の患者に適した口腔管理を行うにあたり、

　必要な知識と技術、態度を習得する。

　

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　よくわかる歯科衛生過程　全国歯科衛生士教育協議会（編）

　参　　考　　書 　必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容
1 9月3日   口腔疾患予防の臨床（基礎知識）
2 　
3 9月4日   生涯を通じた口腔保健管理
4 　
5 9月11日 　業務記録（種類と形式）
6 　
7 9月25日   臨床の場における業務記録
8
9 10月2日 　口腔保健管理の演習
10
11 10月14日 　相互実習（情報収集）
12
13 10月28日 　相互実習（問題の抽出）
14
15 11月9日 　相互実習（計画の組み立て）
16
17 11月13日 　相互実習（実施・経過の記録記入）
18
19 11月17日 　相互実習（評価）
20
21 11月17日 　まとめ

22 11月20日 　まとめ
23



専門分野
    歯科保健指導論

  保健指導Ⅰ(1学年） （講義・演習）
　単　　位　　 数 　２単位　（６０時間）

　担 　　当　　 者 　西村瞳　（実務経験あり）、若松遥香　（実務経験あり）、加藤彩乃　（実務経験あり）、三原睦子　（実務経験あり）、小笠原郁江　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　ライフステージ別に多様な生活習慣、健康状態にある個人および集団対して

　最も適した歯科保健行動がとれるように専門的立場から支援できる能力を養う。

　特に、口腔清掃の技術と個人指導の基礎について学ぶ。

  成　績　評　価 　実技、筆答、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ「歯科予防処置論・歯科保健指導論　第2版 」　医歯薬出版

　参　　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容
1 4月15日 歯科保健指導概要
　 　
2 4月21日 健康の概念
　 　
3 4月22日 口腔の基礎知識
　 　
4 5月12日 口腔の機能について
　 　
5 5月13日 １．２年合同実習
　 　 歯牙検出、口腔衛生指導①
6 5月25日 摂食・嚥下のしくみ
　 　
7 5月28日 保健行動支援のための基礎知識①
　 　
8 6月1日 保健行動支援のための基礎知識②
　 　
9 6月4日 食生活指導（栄養指導）のための基礎について①
　 　
10 6月12日 食生活指導（栄養指導）のための基礎について②
　 　
11 6月15日 食生活指導（栄養指導）のための基礎について③
　 　
12 6月22日 口腔清掃方法
　 　 　・歯刷子について
13 7月2日 口腔清掃方法
　 　 　・歯磨剤について　・洗口剤
14 7月7日 口腔清掃方法
　 　 　・歯垢顕示薬、デンタルフロスについて
15 7月9日 口腔清掃方法
　 　 　・補助清掃用具の使用法（歯垢顕示薬、デンタルフロス）、実習



歯科保健指導Ⅰ（第1学年）
回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容
16 7月15日 口腔清掃方法
　 　 　・補助清掃用具の使用法（歯間ブラシ）実習
17 10月28日 口腔清掃方法
　 　 　・毛先を使った方法
18 11月4日 口腔清掃方法
　 　・脇腹を使った方法
19 11月11日 口腔清掃方法
　 　 　・ブラッシング法　・補助清掃用具
20 11月18日 刷掃指導の手順
　 　
21 11月25日 分析のためのデーター（１）
　 　 ・プラーク、歯石の指数①　PCRについて
22 12月2日 分析のためのデーター（2）
　 　 ・プラーク、歯石の指数②　ＯHＩ、ＯＨＩ-Ｓについて
23 1月13日 電動歯ブラシ、ウォーターピックについて
　 　
24 1月20日 電動歯ブラシ、ウォーターピック実習
　 　
25 1月22日 医療面接
　 　
26 1月25日 口腔清掃方法
　 　 スクラッビング法、フロッシング
27 1月27日 歯科衛生業務記録について
　 　 ・健診記号、口腔内診査
28 1月29日 口腔内付着物・沈着物について
　 　 ・歯垢顕示薬を使用した相互間実習①（PCR）
29 2月1日 口腔内付着物・沈着物について
　 　 ・歯垢顕示薬を使用した相互間実習②（PCR）
30 2月2日 ライフステージに対応した歯科衛生介入
　 　 妊産婦期

　 　
　 　



専門分野
    歯科保健指導論

  保健指導Ⅱ(２学年）（講義・演習）
　単　　位　　 数 　２単位　（６０時間）

　担 　　当　　 者 　西村瞳　（実務経験あり）、若松遥香　（実務経験あり）、加藤彩乃　（実務経験あり）、三原睦子　（実務経験あり）、小笠原郁江　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　ライフステージ別に多様な生活習慣、健康状態にある個人、および集団に対して

　最も適した歯科保健行動がとれるように専門的立場から支援できる能力を養う。

　特に集団を対象とした衛生教育について学ぶ。

  成　績　評　価 　実技、筆答、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ「歯科予防処置論・歯科保健指導論　第2版 」　医歯薬出版

　参　　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容
1 4月6日 乳幼児における口腔衛生指導
　 　 計画立案、媒体作成
2 4月9日 乳幼児における口腔衛生指導
　 　 計画立案、媒体作成
3 4月10日 乳幼児における口腔衛生指導
　 　 計画立案、媒体作成
4 4月14日 乳幼児における口腔衛生指導
　 　 計画立案、媒体作成
5 4月14日 乳幼児における口腔衛生指導
　 　 発表練習
6 4月15日 乳幼児における口腔衛生指導
　 　 発表練習
7 4月15日 ライフステージに対応した歯科衛生介入
　 　 学童期
8 4月16日 学童における口腔衛生指導
　 　 計画立案、媒体作成
9 4月17日 学童における口腔衛生指導
　 　 計画立案、媒体作成
10 4月23日 学童における口腔衛生指導
　 　 発表練習
11 4月30日 学童における口腔衛生指導
　 　 発表練習
12 5月1日 ライフステージに対応した歯科衛生介入
　 　 青年期
13 5月7日 ライフステージに対応した歯科衛生介入
　 　 成人期
14 5月12日 1.2年合同実習①
　 　 歯牙検出、口腔衛生指導
15 5月13日 青年期～成人期の口腔衛生指導
　 　 計画立案
16 5月20日 青年期～成人期の口腔衛生指導
　 　 指導案作成
17 5月21日 青年期～成人期の口腔衛生指導
　 発表練習



歯科保健指導Ⅱ（第2学年）
回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容
18 5月27日 ライフステージに対応した歯科衛生介入
　 　 老年期
19 5月28日 ライフステージに対応した歯科衛生介入
　 　 老年期（義歯の取り扱い、洗浄法）
20 6月3日 配慮を要する者への歯科衛生介入
　 　 要介護高齢者
21 6月5日 配慮を要する者への歯科衛生介入
　 　 障害者
22 6月9日 配慮を要する者への歯科衛生介入
　 　 オーラルケアケア用品の種類、取り扱い
23 6月16日 生活習慣の指導
　 　 禁煙支援
24 6月18日 症例検討法実習①
　 　 相互間口腔診査～記録～
25 6月19日 症例検討法実習②
　 　 指導の展開
26 6月24日 症例検討法実習③
　 　 評価
27 7月13日 症例検討法実習④
　 　 業務記録
28 7月15日 分析のためのデーター
　 　 PCR,OHI,OHI-S,
29 7月16日 各種ブラッシング法
　 　 復習
30 8月31日 歯科衛生業務記録について
　 　 ・健診記号、口腔内診査



専門分野
    歯科保健指導論

  保健指導Ⅲ(３学年）（講義・演習）
　単　　位　　 数 　２単位　（６０時間）

　担 　　当　　 者 　西村瞳　（実務経験あり）、若松遥香　（実務経験あり）、加藤彩乃　（実務経験あり）、三原睦子　（実務経験あり）、小笠原郁江　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　ライフステージ別に多様な生活習慣、健康状態にある個人、および集団に対して

　最も適した歯科保健行動がとれるように専門的立場から支援できる能力を養う。

　特に訪問診療についての歯科保健指導について学ぶ。

  成　績　評　価 　実技、筆答、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ「歯科予防処置論・歯科保健指導論　第2版」　医歯薬出版

　参　　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 4月16日 訪問介護について

　 　 　

2 7月16日 高齢者、障害(児）者の口腔ケア

　 　

3 7月16日 高齢者、障害(児）者の口腔ケア技術①

　 　

4 8月28日 高齢者、障害(児）者の口腔ケア技術②

　 　 　

5 9月2日 地域歯科保健活動における健康教育

　 乳幼児健診について

6 9月2日 母子保健事業

　 　 指導案作成

7 9月7日 母子保健事業

　 指導案作成

8 9月7日 母子保健事業

　 衛生講和発表練習

9 9月24日 母子保健事業

　 衛生講和発表練習

10 9月24日 ライフステージ別口腔清掃指導法

　 妊産婦期・乳幼児期

11 10月6日 ライフステージ別口腔清掃指導法

　 幼児期・学齢期

12 10月6日 ライフステージ別口腔清掃指導法

　 青年期・成人期

13 10月8日 喫煙者に対する指導

　 アセスメント

14 10月8日 喫煙者に対する指導

　 禁煙支援

15 10月9日 ライフステージ別口腔清掃指導法

　 有病者



歯科保健指導Ⅲ（第3学年）

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

16 10月14日 口腔機能訓練について

　 間接訓練・直接訓練

17 10月14日 口腔機能訓練について

　 唾液腺マッサージ・嚥下体操

18 10月22日 口腔機能訓練

　 唾液腺マッサージ・嚥下体操　相互間実習

19 10月22日 要介護高齢者の衛生介入

　 指導計画案作成

20 10月26日 要介護高齢者の衛生介入

　 指導計画案発表

21 10月28日 要介護高齢者の衛生介入

　 指導計画案発表

22 10月28日 要介護高齢者の衛生介入

　 指導計画案評価

23 10月29日 分析のためのデーター

　 PCR,OHI,OHI-S,

24 10月29日 刷掃法復習

　 歯ブラシ、補助用具

25 11月4日 生活習慣と食生活指導

　 乳幼児・学齢期

26 11月4日 生活習慣と食生活指導

　 成人期・高齢期

27 11月6日 ライフステージ別口腔清掃指導法　復習

　

28 11月6日 ライフステージ別口腔清掃指導法　復習

　

29 11月13日 周術期における役割

　

30 11月13日 大規模災害時における役割

　 　



専門分野
    歯科保健指導論

  栄養指導　（講義）
　単　　位　　 数 　２単位　（３０時間）

　担 　　当　　 者 　佐々木裕美子　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　歯科保健指導の一環として、生化学で学んだ基礎知識を元に、歯科衛生士が

　個人あるいは集団の人々に、対象別に栄養・食生活指導ができる能力を身に

　つける。

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ「人体の構造と機能3 栄養学 」　医歯薬出版

　「日本食品成分表2026 八訂 栄養計算ソフト・電子版付」 医歯薬出版

　参　　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 8月20日 　栄養の基礎知識

　 　 　咀嚼と食品

2 8月27日 　栄養の基礎知識

　 　 　食事摂取基準

3 9月3日 　栄養の基礎知識

　 　 　食事摂取基準

4 9月10日 　栄養素の働き

　 　 　糖質

5 9月17日 　栄養素の働き

　 　 　タンパク質

6 10月1日 　栄養素の働き
　 　 　脂質
7 10月8日 　栄養素の働き
　 　 　ビタミン
8 10月15日 　口腔保健上望ましい間食の製作
　 　 　グループごとに製作計画立案。計画書を提出。
9 10月22日 　口腔保健上望ましい間食の製作
　 　 　
10 10月29日 　口腔保健上望ましい間食の製作反省
　 　
11 11月5日 　栄養素の働き
　 　 　ミネラル
12 11月12日 　栄養素の働き
　 　 　水・食物繊維
13 11月19日 　特殊患者への食事指導
　 　 　食事バランスガイド
14 11月26日 　食生活と健康
　 　
15 12月3日 　食べ物と健康
　 　 　まとめ



専門分野
    歯科診療補助論

  歯科診療補助法Ⅰ（第１学年）（講義・演習）
　単　　位　　 数 　４単位　（１２０時間）

　担 　　当　　 者 　西村瞳　（実務経験あり）、若松遥香　（実務経験あり）、加藤彩乃　（実務経験あり）、三原睦子　（実務経験あり）、小笠原郁江　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　歯科医療の現場で診療の補助、介助とその共同動作ができるように、

　器材の準備と材料の取り扱いが出来るようにする。

　また、医療安全と感染予防について理解し、必要な行動が出来るようにする。

  成　績　評　価 　実技、筆答、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ「歯科診療補助論　第2版」　医歯薬出版

　歯科衛生学シリーズ「歯科材料」医歯薬出版

　歯科衛生学シリーズ「歯科機器」医歯薬出版

　参　　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 4月14日 　歯科診療補助の概要　

2 　

3 4月24日 　医療安全と感染予防

4 　 　手指の消毒１

5 5月15日 　医療安全と感染予防

6 　 　滅菌と消毒１

7 5月22日 　医療安全と感染予防

8 　 　医療廃棄物の取り扱い

9 5月26日 　歯科診療室の基礎知識

10 　 　歯科診療所における患者対応の基本

11 6月3日 　共同動作　

12 　 　1.ポジショニング　ライティング

13 6月12日 　共同動作　

14 　 　器具の受け渡し、バキュームテクニック

15 6月19日 　ラバーダム防湿法①

16 　

17 6月23日 　ラバーダム防湿法②

18 　

19 6月26日 　印象材  

20 　    1.基礎知識　２.アルジネート印象材による概形印象採得

21 6月30日 　印象材  

22 　    ２.アルジネート印象材による概形印象採得

23 7月3日 　印象材  

24 　    ２.アルジネート印象材による概形印象採得

25 7月10日 　印象材  

26 　 　　3.寒天印象印象採得の補助

27 8月17日 　印象材  

28 　 　　4.合成ゴム質印象材の補助

29 8月28日 　印象材  

30 　 　　5.コンパウンド印象材、酸化亜鉛ユージノール印象材の取り扱い



歯科診療補助法Ⅰ（第１学年）

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

31 10月2日 　合着材及び接着材の補助

32 　 　基礎知識、練和法、一括練和

33 10月16日 　合着材及び接着材の補助

34 　 　分割練和

35 10月23日 　合着材及び接着材の補助

36 　 　余剰セメントの除去

37 11月13日 　仮封材・仮着の補助

38 　 　　基礎知識　種類、セメント系仮封材の取り扱い

39 11月16日 　仮封材・仮着の補助

40 　 　　水硬性・レジン系仮封材の取り扱い

41 11月24日 　仮封材・仮着の補助

42 　 　　テンポラリーストッピングの取り扱い

43 11月27日 　成形修復材の補助

44 　 　コンポジットレジンの取り扱い

45 11月30日 　成形修復材の補助

46 　 　グラスアイオノマーセメントの取り扱い

47 12月2日 　模型材

48 　 　歯科用石膏の練和 、スタディモデルの作製 （相互間印象採得、石膏注入）

49 12月9日   ワックス

50 　咬合採得、スタディモデルの作製 （相互間印象採得、石膏注入）

51 1月20日   スタディモデルの作製 （相互間印象採得、石膏注入）

52 　 　

53 1月27日   スタディモデルの作製  （トリミング・仕上げ）

54 　 　

55 2月1日   ホワイトニング用模型作製 （相互間印象採得、石膏注入）

56 　 　

57 2月2日   ホワイトニング用模型作製 （トリミング・仕上げ）

58 　

59 2月3日 　患者誘導、ポジショニング、ライティング、バキュームテクニック実習

60 　



専門分野
    歯科診療補助論

  歯科診療補助法Ⅱ（第２学年）（講義・演習）
　単　　位　　 数 　２単位　（６０時間）

　担 　　当　　 者 　西村瞳　（実務経験あり）、若松遥香　（実務経験あり）、加藤彩乃　（実務経験あり）、三原睦子　（実務経験あり）、小笠原郁江　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　歯科医療の現場で診療の補助、介助とその共同動作ができるように、

　器材の準備と材料の取り扱いが出来るようにする。

  成　績　評　価 　実技、筆答、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ「歯科診療補助論　第2版」　医歯薬出版

　歯科衛生学シリーズ「歯科材料」医歯薬出版

　歯科衛生学シリーズ「歯科機器」医歯薬出版

　参　　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 4月21日 　保存修復時の診療補助

2 　 　直接修復、切削用器具、隔壁法、歯間分離

3 4月28日 　保存修復時の診療補助

4 　 　直接修復

5 5月8日 　保存修復時の診療補助

6 　 　間接修復

7 5月12日 　歯内療法時の診療補助

8 　 　　抜髄法

9 5月19日 　歯内療法時の診療補助

10 　 　根管充填

11 5月22日 　歯周外科治療時の診療補助

12 　 　フラップ手術

13 6月2日 　補綴治療時の診療補助

12 　 　クラウン・ブリッジ、歯肉圧排、支台築造

15 6月5日 　補綴治療時の診療補助

12 　 　遊離端部分床義歯、インプラント、歯科用CAD/CAMシステムによる治療

17 6月12日 　口腔外科治療時の診療補助

18 　 　普通抜歯

19 6月22日 　口腔外科治療時の診療補助

20 　 　難抜歯

21 6月25日 　口腔外科治療時の診療補助

22 　 　手術用手洗い、滅菌ガウンテクニック、滅菌グローブの装着

23 6月26日 　矯正歯科治療時の診療補助

24 　

25 7月6日 　小児歯科治療時の診療補助

26 　

27 7月13日 　診療補助症例別総合練習

28 　 　

29 7月14日 　診療補助症例別総合練習

30 　 　



専門分野
    歯科診療補助論

  歯科診療補助法Ⅲ（第３学年）（講義・演習）
　単　　位　　 数 　２単位　（６０時間）

　担 　　当　　 者 　梅原奈美子　（実務経験あり）、西村瞳　（実務経験あり）、若松遥香　（実務経験あり）、加藤彩乃　（実務経験あり）、三原睦子　（実務経験あり）、小笠原郁江　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　歯科医療の現場で診療の補助、介助とその共同動作ができるように、

　器材の準備と材料の取り扱いが出来るようにする。

　国家試験に対応した知識の向上が出来る。

  成　績　評　価 　実技、筆答、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ「歯科診療補助論 第2版」　医歯薬出版

　歯科衛生学シリーズ「歯科材料」医歯薬出版

　歯科衛生学シリーズ「歯科機器」医歯薬出版

　歯科衛生学シリーズ「保存修復学･歯内療法学」医歯薬出版

　歯科衛生学シリーズ「歯周病学 第2版」医歯薬出版

　歯科衛生学シリーズ「歯科補綴学」医歯薬出版

　歯科衛生学シリーズ「口腔外科学・歯科麻酔学　第2版」医歯薬出版

　歯科衛生学シリーズ「 歯科矯正学 第2版」医歯薬出版

　歯科衛生学シリーズ「小児歯科学」医歯薬出版

　歯科衛生学シリーズ「高齢者歯科学」医歯薬出版

　歯科衛生学シリーズ「障害者歯科学 第2版」医歯薬出版

　歯科衛生学シリーズ「歯科放射線学 第2版」医歯薬出版

　参　　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 8月31日 　暫間被覆冠の作製①

2 　

3 9月1日 　暫間被覆冠の作製②

4 　

5 9月2日 　暫間被覆冠の作製③

6 　

7 9月4日 　口腔内写真撮影実習①

8 　

9 9月11日 　口腔内写真撮影実習②

10 　

11 9月15日 　口腔内写真撮影実習③

12 　

13 9月18日 　口腔内写真撮影実習④

14 　

15 9月30日 　口腔内写真撮影実習⑤

16 　

17 10月6日 　妊産婦の診療補助

18

19 10月26日 　高齢者の診療補助

20



歯科診療補助法Ⅲ（第3学年）

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

21 10月27日 　障害児・者の診療補助

30

23 10月30日 　歯科訪問診療における歯科診療の補助

30

25 11月2日 　主な全身疾患の基礎知識

30

27 11月10日 　周術期における口腔機能管理

30

29 11月19日 　口腔機能管理

30 　口腔機能の検査と評価、摂食嚥下障害と対応



専門分野
    歯科診療補助論

  臨床検査法（講義）
　単　　位　　 数 　１単位　（１６時間）

　担 　　当　　 者 　松井美保子　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　臨床検査の概要を理解し、臨床での検査の準備、介助および補助、患者との

　応対に役立つようにする。

　

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ「臨床検査」 医歯薬出版

　参　　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。
　

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 4月13日 　臨床検査概説

　 　

2 4月20日 　生体検査

　 　

3 4月27日 　検体検査

　 　 　

4 5月18日 　検体検査

　 　 　

5 5月25日 　検体検査

　 　 　

6 6月1日 　検体検査

　 　 　口腔領域の臨床検査

7 6月15日 　口腔領域の臨床検査

　 　 　嚥下摂食関連の検査、主な疾患・病態別検査地

8 6月22日 　主な疾患病態別検査法のとらえ方

　 　 　



専門分野
    歯科診療補助論

  医療事務（講義・演習）
　単　　位　　 数 　１単位　（２０時間）

　担 　　当　　 者 　西村瞳　（実務経験あり）、若松遥香　（実務経験あり）、加藤彩乃　（実務経験あり）、小笠原郁江　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　社会保険制度を理解し、歯科臨床における診療報酬明細書等の書類の

　 記入と事務処理ができるようにするため、その仕組みと方法を習得する。

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書   医療事務テキスト･問題集　ニチイ学館

　参　　考　　書   必要に応じ、随時資料を配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 8月27日 医療事務の実際

2

3 8月31日 レセプト実習

4

5 9月3日 レセプト実習

6  

7 9月25日 レセプト実習

8  

9 10月22日 介護保険請求

10



専門分野
    歯科診療補助論

  歯科材料　（講義）
　単　　位　　 数 　１単位　（１６時間）

　担 　　当　　 者 　西村瞳　（実務経験あり）、若松遥香　（実務経験あり）、加藤彩乃　（実務経験あり）、小笠原郁江　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　歯科材料を正しく使用するために、基礎知識を習得し、治療内容に沿った

　歯科材料の取り扱いが出来るようにする。

　

  成　績　評　価 　実技、筆答、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ「歯科材料」医歯薬出版

　参　　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 4月28日 　印象材の取り扱い

　

2 5月29日 　模型材の取り扱い

3 6月5日 　合着材および接着材

　 　

4 6月19日 　仮封材

　 　成形歯冠修復材　

　



専門分野
    歯科診療補助論

  歯科口腔放射線学（講義）
　単　　位　　 数 　１単位　（２０時間）

　担 　　当　　 者   市川真弓　（実務経験あり）

　一　般　目　標 疾患の診断等に有効なX線について学び、撮影の介助ができるようにすると共
に、　歯周病等の患者教育に必要な、X線写真についての読み取りができるように学ぶ。

　

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　歯科衛生学シリーズ「歯科放射線学 第2版」　医歯薬出版

　参　　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 4月22日 　1章　放射線と歯科医療

　 　 　2章　口内法Ｘ線撮影　

　3章　パノラマＸ線撮影法　

2 5月27日 　4章　歯科用コーンビームCT

　 　 　5章　その他の画像検査法　

　6章　歯科エックス線画像の観察

3 6月10日 　7章　がんの放射線治療と口腔健康管理

　読影

　練習問題

4 10月23日 　レントゲン撮影実習

　 　 　デンタル撮影　上顎　

5 10月23日 　レントゲン撮影実習

　 　 　デンタル撮影　下顎　



専門分野
    臨地実習(臨床実習を含む)

  臨地・臨床実習Ⅰ　（実習）
　単　　位　　 数 　９単位　（４０５時間）

　担 　　当　　 者 　各施設実習指導教員、西村瞳（実務経験あり）、若松遥香（実務経験あり）、加藤彩乃（実務経験あり）、三原睦子（実務経験あり）、小笠原郁江（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　歯科衛生業務を修得するために、歯科診療の場を通して歯科衛生士として

　必要な知識、技術及び態度を身につける。また、ライフフステージに合わせた

　歯科保健指導について学ぶ。

  成　績　評　価 　実習評価、態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　2年次までの専門分野で使用する各教科書

　参　　考　　書   必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 内　　　　　　　　容

4月 　1）保育園実習、幼稚園、小学校、専門学校実習　（8日間）

1 ～ 　　・指導教材、教案の作製および活用

11月 　　・園児、学童、学生、多職種とのコミニュケ―ション

　　・ライフステージに合わせた口腔衛生指導

　2）歯科診療所臨床実習

10月 　　・診療室の環境整備

～ 　　・患者誘導

～ 3月 　　・使用器具器材準備・後片づけ

　　・診療介助（バキューム、ライティング、器具器材の受け渡し）

　　・各種検査記録（歯式、歯周検査、O'Leary）

　　・印象材練和と取り扱い

　　・各種セメントの取り扱い

　　・各種仮封材の補助

　　・X線フィルムの現像

　　・スケーリング補助

　　・PMTCおよびPTC補助

　　・う蝕予防処置補助（シーラント、フッ化物塗布）

　　・TBIおよび保健指導

　　・各種器具の受け渡し

51 　3）県立中央病院歯科口腔外科実習

　　・感染対応の見学

　　・手指消毒および器具・器材の消毒・滅菌

　　・院内の環境整備、診療前準備・後片づけ

　　・術前・術後の患者誘導および対応

　　・患者対応のコミニュケ―ション

　　・歯科診療補助業務における共同動作

　　・保健指導



専門分野
    臨地実習(臨床実習を含む)

  臨地・臨床実習Ⅱ （実習）
　単　　位　　 数 　１１単位　（４９５時間）

　担 　　当　　 者 　各施設実習指導教員、西村瞳（実務経験あり）、若松遥香（実務経験あり）、加藤彩乃（実務経験あり）、三原睦子（実務経験あり）、小笠原郁江（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　 歯科衛生業務を修得するために、歯科診療の場を通して歯科衛生士として

　必要な知識、技術及び態度を身につける。また、ライフフステージに合わせた

　歯科保健指導について学ぶ。

  成　績　評　価 　実習評価、態度、出席状況等の総合評価。

　教　　科　　書 　3年次までの専門分野で使用する各教科書

　参　　考　　書   必要に応じ、随時プリントを配布。

回数 月　日 内　　　　　　　　容

1 4月 　1）歯科診療所臨床実習

～ 　　・診療室の環境整備

11月 　　・患者誘導

　　・使用器具器材準備・後片づけ

　　・診療介助（バキューム、ライティング、器具器材の受け渡し）

　　・各種検査記録

10月 　　・印象採得介助

～ ～ 　　・各種セメントの取り扱い

3月 　　・各種仮封材の取り扱い

　　・口腔内写真撮影補助

　　・スケーリング

　　・PMTCおよびPTC

　　・う蝕予防処置補助（シーラント、フッ化物塗布）

　　・TBIおよび保健指導

　2）県立中央病院歯科口腔外科実習

　　・感染対応の見学

　　・手指消毒および器具・器材の消毒・滅菌

　　・院内の環境整備、診療前準備・後片づけ

　　・術前・術後の患者誘導および対応

62 　　・患者対応のコミニュケ―ション

　　・歯科診療補助業務における共同動作

　　・保健指導

　3）すずかけの里実習

　　・施設利用者の要介護度と全身疾患の理解

　　・施設利用者の口腔内と口腔ケア内容の理解

　　・専門的口腔ケアの見学及び介助



選択必修分野
　　隣接医学

　看護学　（講義）
　単　　位　　 数 　２単位　（３０時間）

　担 　　当　　 者 　時安 央乃（実務経験あり）、五十嵐 智子（実務経験あり）、佐々木 信子（実務経験あり）、二ッ森 智子（実務経験あり）、今めぐみ（実務経験あり）、櫻庭亜津佐（実務経験あり）

  　吉崎 比佐園（実務経験あり）、五戸 千賀子（実務経験あり）、鈴木 愛子（実務経験あり）、鳴海 仁美（実務経験あり）、木津谷 杏野（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　 歯科衛生士として知っておきたい医療従事者としての心得及び看護の知識 を

　習得する。

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。（講師の方針で決定）

  教　   科  　書 　「歯科衛生士のための看護学大意 第4版」　医歯薬出版

  参　 　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。
　 　
回数  月　　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 7月16日 　歯科衛生士に必要な看護実務
 　洗浄、消毒、滅菌、感染対策
2 8月27日 　救急時の看護等
 　バイタルサイン測定等
3 9月1日 　病院おける歯科衛生士の役割
 　標準予防策
4 9月10日 　歯科衛生士に必要な看護実務
 
5 9月10日 　歯科衛生士のためのコミニュケ―ション
 
6 9月10日 　患者とのコミニュケ―ション
 
7 10月2日 　歯科医療における医療安全対策
 
8 10月8日   心肺蘇生、AED
 
9 10月9日   地域医療活動における歯科衛生士の役割

　



選択必修分野
　　介護技術論

　介護技術論　（講義）
　単　　位　　 数 　２単位　（３２時間）

　担 　　当　　 者 　工藤令　（実務経験あり）、大内恵理　（実務経験あり）、橘友博　（実務経験あり）

　一　般　目　標 １．介護に関する基本的な知識や技術を習得し今後の業務に役立たせる。

 ２．介護が必要な場面において、自ら進んで援助できる。

３．地域包括ケアを理解し、様々な社会資源を有効に活用できるようになる。

  成　績　評　価 　定期試験、授業態度、出席状況等の総合評価。

  教　   科  　書 　

  参　 　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。
　 　
回数  月　　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 9月17日 　介護について
2 　 　介護」とは（理念、専門技能）

　身体介護のポイント（移乗、移動）

3 9月29日 　認知症の理解
4 　認知症の症状

　認知症の人への支援

5 10月1日 　コミニュケ―ション技法
6 　・コミニュケ―ションの技法

　・援助的コミニュケ―ション

7 10月9日 　介護保険制度について
　介護過程について

　 　ICFシートを活用したアセスメント～プランニングまで

8 10月15日 　社会資源の目的と必要性
　地域包括システムと地域共生社会
　社会資源の活用事例検討

　 　社会資源の生理建て、活用手法
　



選択必修分野
　　患者応対

　接遇　（講義・演習）
　単　　位　　 数 　１単位　（１６時間）

　担 　　当　　 者 　菅原伊佐雄　（実務経験あり）、鈴木伸吾　（実務経験あり）、渋谷るり子　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　一般社会や医療現場において、相手の立場を考えた気遣いと行動ができる

 　よう、正しい接遇・マナーを身につける。

　

  成　績　評　価 　授業態度、出席状況等の総合評価。

  教　   科  　書

  参　 　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。
　 　
回数  月　　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1、2 10月5日 　社会人としての基本的なマナー
 　言葉遣い

　第一印象の重要性
 　コミニュケ―ションとは

3、4 10月9日 　社会人としての基本的なマナー
 　聴き方、話し方のポイント

　クッション言葉
 　エゴグラム、グループディスカッション①

5、6 10月19日 　エゴグラムを意識したグループディスカッション②
 　話し方

　フレームワークを使った文章の作り方
 　他己紹介

7、8 11月25日 　アサ―ティブな自己表現について
 　面接にふさわしいメイク、スーツの着こなし

 



選択必修分野
　　患者応対

　手話　（演習）
　単　　位　　 数 　１単位　（１６時間）

　担 　　当　　 者 　七島一男　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　歯科衛生士として、聴覚障害を持つ患者との信頼関係を築くため、聴覚障害

 　について理解と認識を深め、会話に必要な手話技術を習得する。

　歯科衛生士として、聴覚障害を持つ患者との信頼関係を築くため、聴覚障害

  成　績　評　価 　実技（毎回の授業状況、読み取り試験を含む）で評価。

  教　   科  　書  　手話テキスト 『聴さんと学ぼう』

  参　 　考　　書  　必要に応じ、随時プリントを配布。

回数  月　　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容

1 10月16日 　『聞こえない』とは
　 　①自己紹介　②挨拶してみよう
2 10月23日 　『聴覚障害者とのコミュニケーション方法』
　 　③手話がわからなかったとき　④数字や時間の表現を覚えよう、指文字
3 10月30日 　『聞こえない人と働く』
　 　⑤趣味の事を話そう　⑥行きたい場所の表現を覚えよう
4 11月6日 　⑦病気やケガで困ったとき
　 　⑧お天気と乗物の手話を覚えよう　歯科関係の単語
5 11月13日 　『ろうあ者が生活で困ること』　指文字、数字等
　 　⑨買い物とお金の表現を覚えよう　診療室で使われる表現
6 11月20日 　⑩ろう者と防災
　 　⑪ろう運動-運転免許-　診療室で使われる言葉
7 11月27日 　歯科関係単語
　 　診療室で使われる言葉
8 12月4日 　まとめと復習
　 　手話読み取り試験



選択必修分野
　　摂食・嚥下訓練

　摂食・嚥下訓練  (講義）
　単　　位　　 数 　１単位　（１６時間）

　担 　　当　　 者 　梅原　奈美子　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　　摂食障害のある人に対し、摂食・嚥下機能の回復を目的として、口腔ケア

 　の専門的立場から、指導・援助ができる能力を身につける。

　

  成　績　評　価 　筆記試験、出席、授業態度の総合点で評価をする。

  教　   科  　書 　「歯科衛生士のための摂食嚥下リハビリテーション 第3版」

　歯科衛生学シリーズ「障害者歯科学第2版」｢高齢者歯科学」医歯薬出版

  参　 　考　　書 　必要に応じ、プリント等資料配布

回数  月　　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容
1 5月13日 　嚥下の基礎　五相
　 　 　先行期、準備期、口腔期、咽頭期、食道期、嚥下の筋肉

2 5月20日 　誤嚥を起こす疾患
　脳卒中、脳出血、脳梗塞について

　 　
3 6月19日 　咽頭模型の作製
　 　 　咽頭部も解剖
　 　
4 ７月13日 　味覚の詳細
　 　 　甘味誘導物質

　認知症の症状

5 8月31日 　口腔機能低下症
  RSST、MRST

6 9月7日 　口腔機能低下症7つの検査実習

7 9月11日 　介護保険の実際
　食形態の選択
　嚥下ピラミットの実習

8 9月16日 　摂食嚥下訓練（直接・間接）
　口腔ケアについて
　訪問歯科診療の実際



選択必修分野
　　特別教養

  一般教養  （演習)
　単　　位　　 数 　２単位　（３０時間）

　担 　　当　　 者 　太田公　（実務経験あり）、三原崇　（実務経験あり）、坪谷工貴　（実務経験あり）、三原睦子　（実務経験あり）

　一　般　目　標 　人間性豊かな医療従事者となるために、広い方面での教養を身につける。

 　

　

  成　績　評　価 　出席状況と授業態度、提出物で評価する。

  教　   科  　書

  参　 　考　　書 　必要に応じ配布。

回数  月　　日 講　　　　　　　義　　　　　　　　内　　　　　　　　容
1、2 5月8日 　フラワーアレンジ

  
3 9月2日 　カーリング

4、5 10月13日 　一日研修
6、7   
8 12月11日 　フラワーアレンジ

9 1月15日 　ペン習字
　ペン字の基礎　ひらがな、カタカナ、数字

10 1月22日 　ペン習字
　美しい文章の書き方

11 1月29日 　ペン習字
　美しい文章の書き方

12 2月5日 　ペン習字
　漢字の指導（六度法等）

13 2月12日 　ペン習字
　美しい履歴書の書き方（手本を元に練習後、各自清書作品を提出）

14 2月19日 　テーブルマナー
15


